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2025年度日本酒輸出実績は金額・数量共に前年度越え

輸出額約45９億円（昨対比：約10６%）/輸出量約3.３５万㎘(昨対比：約10８％)

韓国、カナダ、フランスなどが過去最高額となり輸出国数も過去最高を更新！

全国約1,600の酒類メーカー（日本酒、本格焼酎・泡盛、本みりん）が加盟する、日本酒業界最大の団体である

日本酒造組合中央会（以下：中央会）は、2025年度（１月～12月）の日本酒輸出総額が約45９億円（昨対比：約

106%）、数量約3.35万㎘(昨対比：約108％)となったことを発表します（2025年財務省貿易統計）。

今期は、米国における追加関税措置等の影響を受ける中での推移となりましたが、輸出金額・数量ともに前年を上

回る結果となりました。

輸出金額1位は中国、輸出数量1位はアメリカ。
輸出相手国は過去最高の81ヵ国に。

国別の輸出金額では、中国が第1位となり、約133億円（前年比約114％）と増加しました。輸出数量においても約
6,660㎘（前年比約125％、第２位）となり、金額・数量ともに前年を上回りました。 一方、輸出数量ではアメリカが
第1位となり、約7,720㎘（前年比約97％）となりました。輸出金額については約111億円（前年比約97％、第２
位）となり、数量・金額ともに前年をわずかに下回る結果となりました。

また、近年輸出が好調な韓国は、輸出金額が約44億円（前年比約117％、第４位）、輸出数量が約5,483㎘（前年比
約112％、第３位）となり、金額・数量ともに過去最高を記録しました。 このほか、カナダとフランスが過去最高金額・
数量となりました。フランスでは、ファインダイニングと呼ばれる非和食の高級レストランにおける日本酒の提供機会
が拡大しています。

なお、日本酒の輸出先国数についても過去最多となる81ヵ国に拡大しており、日本酒の海外展開は着実に広がりを
見せています。

【出典】 2025年財務省貿易統計
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輸出金額国別推移

■日本酒の輸出国TOP5及びEU(イギリス含む)の輸出金額・量の推移（過去10年間）

金額順位 国名 R6(2024) R7(2025) R7/R6 数量順位 国名 R6(2024) R7(2025) R7/R6

1 中華人民共和国 11,677,628      13,304,352      113.9% 1 アメリカ合衆国 8,002,717        7,720,291        96.5%

2 アメリカ合衆国 11,441,896      11,045,019      96.5% 2 中華人民共和国 5,323,822       6,660,359       125.1%

3 香港 5,116,764        4,824,068       94.3% 3 大韓民国 4,895,020       5,483,104        112.0%

4 大韓民国 3,749,627       4,395,378       117.2% 4 台湾 2,889,651        3,035,309       105.0%

5 台湾 2,670,148        2,698,237       101.1% 5 香港 2,015,331        2,030,179        100.7%

6 シンガポール 1,483,784        1,504,175        101.4% 6 カナダ 925,958           1,309,045        141.4%

7 カナダ 1,040,604        1,311,583         126.0% 7 シンガポール 701,826           686,994           97.9%

8 オーストラリア 782,389           844,051           107.9% 8 オーストラリア 677,962           654,116           96.5%

9 フランス 551,732           627,656           113.8% 9 タイ 605,985           625,416           103.2%

10 イギリス 637,000           616,600           96.8% 10 ドイツ 613,730           599,114           97.6%

11 タイ 406,742           478,752           117.7% 11 オランダ 461,271           494,853           107.3%

12 ベトナム 411,045           470,504           114.5% 12 フランス 436,147           465,608           106.8%

13 マレーシア 394,542           443,277           112.4% 13 イギリス 422,448           430,652           101.9%

14 オランダ 365,218           405,294           111.0% 14 ベトナム 340,008           373,535           109.9%

15 ドイツ 382,336           365,013           95.5% 15 イタリア 384,050           370,384           96.4%

16 イタリア 268,868           295,630           110.0% 16 マレーシア 361,502           368,902           102.0%

17 スペイン 224,818           231,674           103.0% 17 ブラジル 278,568           346,725           124.5%

18 ブラジル 192,196           219,854           114.4% 18 スペイン 267,754           281,483           105.1%

19 マカオ 141,602           177,099           125.1% 19 イスラエル 157,297           176,763           112.4%

20 アラブ首長国連邦 163,637           145,293           88.8% 20 スイス 148,473           153,432           103.3%

1,366,124        1,475,987        108.0% 1,146,556        1,283,211         111.9%

43,468,700     45,879,496     105.5% 31,056,076      33,549,475     108.0%

2,720,610        2,909,112        106.9% <参考>EU（イギリス含む） 2,885,306       3,049,908       105.7%

※単位千円 ※単位ℓ

その他

合計

その他

合計

<参考>EU（イギリス含む）



■日本酒輸出分布図

■1ℓあたりの輸出単価

＜参考＞740円／ℓ（2022）※出典：国税庁 酒のしおり 清酒製造業の出荷金額と単価の推移 （令和7年7月）より

「プレミアム」な日本酒が幅広い層へ浸透

1ℓあたりの日本酒の輸出単価は、過去最高額を記録した2022年以降、ほぼ横ばいで推移しています。香港、シンガ
ポール、マカオにおいては、引き続き2,000円／ℓを超える水準となっています。10年前（2015年）の平均輸出単
価は771円／ℓでしたが、2025年には1,368円／ℓとなり、約1.8倍に上昇しました。比較的高価格帯の日本酒が
世界市場を牽引する傾向は、継続しています。
一方で、中国では、日本酒が市場に浸透し、多様な種類が取り扱われるようになったことから、1ℓあたり1,998円と
なり、前年からはわずかに低下しました。

R6(2024) R7(2025)

単価(円/ℓ) 単価(円/ℓ) 上昇率

1 中華人民共和国 2,193 1,998 91.1%

2 アメリカ合衆国 1,430 1,431 100.1%

3 香港 2,539 2,376 93.6%

4 大韓民国 766 802 104.6%

5 台湾 924 889 96.2%

6 シンガポール 2,114 2,190 103.6%

7 カナダ 1,124 1,002 89.2%

8 オーストラリア 1,154 1,290 111.8%

9 フランス 1,265 1,348 106.6%

10 イギリス 1,508 1,432 95.0%

11 タイ 671 765 114.0%

12 ベトナム 1,209 1,260 104.2%

13 マレーシア 1,091 1,202 110.1%

14 オランダ 792 819 103.4%

15 ドイツ 623 609 97.8%

16 イタリア 700 798 114.0%

17 スペイン 840 823 98.0%

18 ブラジル 690 634 91.9%

19 マカオ 2,857 3,058 107.1%

20 アラブ首長国連邦 1,837 1,763 96.0%

1,400 1,368 97.7%平均

輸出額順位



※参考

＜日本酒造組合中央会＞
東京都港区西新橋1-6-15 日本酒造虎ノ門ビル
全国約1,600社の酒類メーカー（日本酒、本格焼酎・泡盛、本みりん）が加盟する、日本酒業界最大の団体。酒類業界
の安定と健全な発展を目的とし、1953年に設立。「國酒（こくしゅ）」である日本酒、本格焼酎・泡盛等について魅力を
広めることにより、世界の食文化の多様性に貢献し、国内外の需要拡大につなげる活動に取り組んでいます。
■公式HP：https://japansake.or.jp/

＜日本の酒情報館＞
東京都港区西新橋1-6-15 日本酒造虎ノ門ビル1F
常時100種類以上の日本酒、本格焼酎・泡盛等を、情報館ならではのリーズナブルな価格で楽しむことができ、いつ
も国内外からのお客さまでにぎわっています。また試飲だけでなく、日本酒にまつわる情報収集や、酒蔵見学などの
相談もできるなど、“コンシェルジュ”としての役割も担っています。
■公式HP：https://japansake.or.jp/JSScenter/

中長期的な今後の日本酒輸出展望

現在、日本酒輸出金額の約64％は、中国、アメリカ、香港の3ヵ国で占められていますが、近年では韓国が香港に迫
り、過去最高水準となるなど、市場構成にも変化が見られます。輸出先国・地域の多角化を進め、安定的かつ持続的
な輸出拡大を図っていくことが重要です。

ワイン文化が浸透している欧州や米国においては、既に効果が現れ始めているソムリエに対し料理とのペアリングに
おける日本酒の優位性やユネスコ無形文化遺産に登録された文化的価値、レストランでの適切なサービス方法など
の提案を引き続き行い、市場への浸透を図ります。
また、インバウンドの多い中国語圏向けには、SNSを活用した情報発信の充実を図り、日本酒の知識や楽しみ方に加
え、訪日時の消費や購入を促しファンになってもらうことで輸出への効果を期待しています。
マレーシア、タイ、ベトナムなどの東南アジア諸国においては、今後も経済成長や人口増加が見込まれることから、各
国ごとに異なる法規制や商習慣の調査を踏まえ、その国に応じた効果的な施策を展開し、日本酒市場の開拓と定着
を図っていきます。

さらに、メキシコ、ブラジルなどの中南米地域においても、各国ソムリエ協会との連携により、現地でスペイン語やポ
ルトガル語での教育やペアリング提案ができる人材の育成を図り、日本酒のPRや試飲会の開催を通じて、市場浸透
を進めてまいります。

過去最高を更新したインバウンド需要の取り込みと、
ソムリエ教育を通じた世界のファインダイニングへのアプローチを強化

2025年は、訪日外国人が年間約4,2００万人を超え、過去最高を記録するとともに、インバウンド消費額も約9.5兆円と
過去最高に達したことが発表されました（日本政府観光局）。「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されてから1
年が経過し、日本酒文化への国際的な関心が一層高まる中、中央会では、海外への輸出のみならず、国内における訪日外
国人の消費・購入機会のさらなる拡大に取り組んでまいります。

訪日外国人への対応としては、主要国際空港（成田、羽田、中部、関西、新千歳、福岡）で、試飲・販売を蔵元が行うことで売
上好調な「國酒キャンペーン」を拡充するほか、国内の料飲店や酒販店での日本酒消費・購入に繋がるツールを作成しPR
を行います。また、蔵元では、酒蔵とその地域を一体として観光資源として体験していただく取り組みを進めています。

また、中央会では、世界のソムリエに日本酒の魅力をより深く理解してもらうことを目的に、国際ソムリエ協会（ASI）やフ
ランスソムリエ協会（UDSF)とのパートナーシップを締結しています。ソムリエコンクールや若手ソムリエ向け教育プログ
ラムへの参画、レストランにおける日本酒サービスマニュアルの作製、各国トップソムリエの日本招聘など、ガストロノミー
分野で高い影響力を持つソムリエ層に対する啓発活動に引き続き注力しています。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
【報道関係者からのお問い合わせ先】

日本酒造組合中央会 日本酒PR事務局

TEL：03‐6274‐8386 MAIL：japansake@honeycom.co.jp


